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１-１.八尾市の紹介

■人口267,080人

■面積41.72㎢
201８年３月末現在
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１-２.八尾市の紹介

河内音頭のまち

2017年9月ギネス世界記録達成！！
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１-３.八尾市の紹介

ものづくりのまち

住宅が多い

働く場所
が多い
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１-４.八尾市の紹介

八尾市の外国人市民

国籍 人数 増減

韓国・朝鮮籍 ３,０４４人

中国籍 １,９３８人

ベトナム籍 １,４４４人

フィリピン籍 ２１８人

201８年３月末現在
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２-１.八尾市多文化共生推進計画

基本的人権の尊重

個々の文化を尊重し、
学びあいながら共生でき

る社会づくり

多文化共生のまちづくり

外国人の
エンパワーメントと

社会参加

国籍、民族、文化などの違いを尊重し、
互いから学びあい

ともに生活できる地域社会の創造

在日朝鮮人問題解決のための施策

背景には…
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国籍、民族、文化などの違いを尊重し、
互いから学びあい、ともに生活できる地域社会の創造

基本理念

基本目標・基本施策

 １－１ 多言語等による情報提供の充実 

 

１－３ 日本語学習の支援 

１－２ 多言語による相談支援 

 

１－４ 就労・入居に関する支援 

 

２－２ 安心して暮らせる福祉の充実 

 

２－１ 防災及び災害時への対策 

２－３ 保健・医療に関する支援 

 

 

３－２ 子育て・教育に関する支援 

 

３－１ 子どもへの教育支援 

 

 ４－１ 人権啓発活動の推進 

 
４－２ 交流機会の充実と多文化共生意識の向上 

 

４－４ さまざまな団体との連携 

 
４－５ 外国人市民のまちづくりへの参加促進 

４－３ 行政職員等への多文化共生推進研修の実施 

 

基本目標１ 暮らしやすいまちづくり

基本目標２ 安全・安心に暮らせるまちづくり

基本目標３ 子どもの育ちを支えるまちづくり

基本目標４ 多様性を認め合い参加できるまちづくり

２-２.八尾市多文化共生推進計画
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■ 多言語情報誌の発行

３-１.外国人市民情報提供事業

■ 発行言語
英語・中国語・ベトナム語の３言語

■ 発行回数
年１２回

■ 発行部数
英語：400部
ベトナム語：600部
中国語：600部

■ 配布先
出張所・コミュニティセンター
外国人市民コミュニティ
学校・保育園 など
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■ 多言語情報誌の発行

３-２.外国人市民情報提供事業

・当事者の視点を取り入れる
・外国人市民の参画意識を強める
・外国人市民の を期待エンパワーメント

八尾市人権文化ふれあい部文化国際課

■ 実施形態
外国人市民支援を行うNPO法人へ委託

■ 外国人市民の関わり
・編集会議に参加し、必要な記事を選択
・日本語をベトナム語や中国語、英語へ翻訳
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■ 多言語情報誌の発行

■ やさしい日本語

３-３.外国人市民情報提供事業

元の日本語 やさしい日本語 多言語に翻訳
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2011年度から年２回、外国人市民の
意見を市政に反映させ、外国人市民に
とって住みよいまちづくりを進めるため
に実施している。

４.その他の取り組み

■ 外国人市民会議

■ 外国人市民相談事業

2008年から中国語、韓国・朝鮮語、ベトナム語の３言語
で実施。仕事や子育てなど、毎日の生活の中の困りごとを何
でも相談できる。2017年度は１年間で1,026件。
半分以上が「医療・保健」に関する相談。２番目が「在留

資格」、次に「ゴミ・騒音などの生活全般」となっている。
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５.みんなが住みよいまちづくり

外国人市民のため

様々なマイノリティの人にもやさしい

地域共生社会の実現



ご視聴ありがとうございました


